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NATIONAL STRATEGY

れ
だ
け
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
注

目
い
た
だ
き
、
特
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
主
権
、
領
土
の

一
体
性
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
た
ち
に
対
す
る
支
持
を
表
明
し
て
い
た
だ

い
た
。
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
」

　

今
年
５
月
、
広
島
で
開
催
さ
れ
た
主
要
７

カ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
）
に
対
面

参
加
し
た
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
、
岸
田

文
雄
首
相
に
こ
う
謝
意
を
伝
え
た
。
ロ
シ
ア

か
ら
現
在
進
行
形
で
侵
攻
を
受
け
る
国
の
大

統
領
が
、
遠
く
離
れ
た
広
島
の
地
に
降
り
立

っ
た
こ
と
で
世
界
の
注
目
が
集
ま
っ
た
。

　

事
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
報
道
を
総
合
す
る

と
、
日
本
政
府
は
当
初
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大

統
領
の
対
面
参
加
に
は
必
ず
し
も
前
向
き
で

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
は

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
イ
ン
ド
や
韓

国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
非
Ｇ
７
の
「
招

「
こ

WEDGE

OPINION

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
来
日
し
た
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
、広
島
に「
復
興
後
」の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
重
ね
た
。

Ｇ
７
議
長
国
と
し
て
、ま
た
、復
興
支
援
国
と
し
て
、今
、日
本
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
は
何
か

│
。

Ｇ
７
議
長
国
は
ま
だ
続
く

日
本
は「
復
興
」で
指
導
力
示
せ

待
国
」
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
を
つ
な
ぐ
役
割
も

果
た
し
た
。
結
果
と
し
て
、
今
回
の
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
は
議
長
国
日
本
の
〝
磁
力
〞
と
も
い

う
べ
き
力
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
想
定
さ
れ

た
以
上
の
成
功
を
収
め
た
と
い
え
る
。

　

他
方
で
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
を
巡
っ
て
は
否

定
的
な
報
道
も
散
見
さ
れ
た
。「
ロ
シ
ア
に

よ
る
核
兵
器
の
使
用
の
威
嚇
、
ま
し
て
や
ロ

シ
ア
に
よ
る
核
兵
器
の
い
か
な
る
使
用
も
許

さ
れ
な
い
」
と
謳
っ
た
「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
対
し
て
は
、「
核
抑
止
体
制
の
維
持
を
容

認
す
る
文
書
の
発
出
は『
広
島
の
政
治
利
用
』

だ
」
と
の
批
判
が
出
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア

が
核
に
よ
る
現
状
変
更
を
試
み
か
ね
な
い
以

上
、
核
の
抑
止
に
は
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
核
の
脅
し
が
顕
在
化
し
た
２

０
２
２
年
２
月
の
侵
攻
開
始
の
前
と
後
で

は
、
核
を
巡
る
状
況
と
文
脈
は
全
く
異
な
っ

て
い
る
。
ロ
シ
ア
に
核
を
使
わ
せ
な
い
こ
と

ウクライナの日本に対する期待は、技術とノウハウ、そして数多くの局面で復興を遂げてきた経験そのものだ

PO
O

L/G
ET

T
YIM

A
G

ES

東野篤子
Atsuko Higashino

筑波大学人文社会
ビジネス科学学術院 教授

慶應義塾大学法学部卒、同大学院法学研究科
政治学専攻修士課程修了、英バーミンガム大
学政治・国際関係学部博士課程修了。広島市
立大学国際学部准教授、筑波大学人文社会ビ
ジネス科学学術院准教授などを経て現職。専
門は欧州国際政治、国際関係理論。
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Wedge Special Report

坂元晴香、土居丈朗、小林美希、オリヴィエ・コルボベッス、髙崎順子、斎藤淳子、
編集部（梶田美有、鈴木賢太郎、川崎隆司）

イラストレーション・藤田 翔

日本の少子化対策
異次元よりも「本音」の議論を

結婚・出産を望まないのは、若者・子育て世代のワガママであり、自分たちが選んでいること―。
こう思う人がいるかもしれない。

　だが、経済情勢から雇用環境、価値観に至るまで、
彼らを取り巻く「すべて」が、かつての時代と異なっている。

　少子化を反転させるため、岸田政権は異次元の少子化対策として経済支援の拡充を掲げるが、
金額だけ次元の異なる政策を行っていても、少子化問題の解決にはつながらないだろう。

　もっと手前の段階でやるべきことがある。それは、若者や子育て世代の「本音」に耳を傾けることだ。
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PART 1

さまざまな要因が絡まって起きている少子化。だが、巷でさ
さやかれている原因の中には古い認識や誤った認識もある。
まずはデータから少子化を正しく捉えよう。

誤解だらけの少子化問題
データから見るその実態

日本医療政策機構シニアマネージャー、東京財団政策研究所主任
研究員。札幌医科大学医学部、米ハーバード大学公衆衛生大学院

（公衆衛生学修士）、東京大学大学院医学系研究科修了（国際保健
学博士）。聖路加国際病院、厚生労働省、東京大学国際保健政策
学教室などを経て、2021年より現職。

文・坂元晴香 Haruka Sakamoto

東京女子医科大学衛生学公衆衛生学 准教授

Q1
2022年の合計特殊出生率は1.26となり、05年に並び、過去最低となりました。
また、22年に生まれた赤ちゃんは77万人となり統計開始以来、初めて80万人を
割り込みました。なぜ日本では少子化が急速に進行したのでしょうか。

世間では「若い人の価値観の変化や娯楽の多

様化が少子化の原因」と考える人も多いかも

しれませんが、日本の少子化の最大の要因は

「未婚化」にあります。国立社会保障・人口問題研究所の調

査によると、第二次ベビーブーム以降、結婚した夫婦が持つ

子どもの数は減少傾向にはありますが、1970年代から2.0人

前後でほぼ横ばいです。その一方で、未婚者の数は過去40

年弱で大幅に増加しており、1980年から2020年で生涯未婚

率（50歳時点での未婚割合）は女性で4.45％から17.81％に、

男性ではなんと、2.6％から28.25％にまで増えています。も

A1
はや男性は4人に1人以上が〝生涯未婚〟という時代です。

夫婦が持つ子どもの数が変わらないのに少子化が止まらない

理由は、この「未婚化」の進行にあるといえます。

 「異次元の少子化対策」はその大半が既に結婚した夫婦を対

象としていますが、何らかの形で、未婚率の低減を図らなけ

れば、出生率の増加にはつながらないでしょう。また、今後

さらに妊娠適齢期の女性の人口が減少していくことを考えれ

ば、この問題は今から5年、10年が勝負であるといえます。

日本の少子化問題に残された時間は極めて少ないことを、国

民一人ひとりが認識する必要があります。

日本では生涯未婚の割合が増え続けている
（出所）国立社会保障・人口問題研究所「第16回出生動向基本調査」（20 2 2年）を基にウェッジ作成

（注１）「生涯未婚率」は「5 0歳時の未婚率」を指す
（注２） 4 5～4 9歳と5 0～5 4歳における割合の平均値。 2015、20年は不詳補完値に基づく

結婚した夫婦が持つ子どもの数は
大きくは減少していない

（出所）国立社会保障・人口問題研究所「第16回出生動向基本調査」（20 2 2年）を基にウェッジ作成
（注）対象は結婚継続期間15～19年の初婚どうしの夫婦。2015年以前の調査は

妻の調査時年齢5 0歳未満、20 21年は5 5歳未満の夫婦について集計
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し
さ
を
教
え
て
い
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
」

　

性
感
染
症
予
防
や
性
暴
力
な
ど
の
危
険
性

ば
か
り
が
伝
え
ら
れ
、
そ
の
前
段
の
恋
愛
や

性
交
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
教
え
ら
れ
て
い

な
い

│
。
産
婦
人
科
医
で
富
山
県
議
会
議

員
の
種
部
恭
子
氏
は
、
日
本
の
性
教
育
の
現

状
に
つ
い
て
、
こ
う
指
摘
す
る
。

　

月
経
、
射
精
、
妊
娠
…
…
。「
性
教
育
」

と
聞
く
と
、
多
く
の
読
者
は
生
殖
や
か
ら
だ

の
仕
組
み
を
連
想
す
る
の
で
は
な
い
か
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
は
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関

（
ユ
ネ
ス
コ
）
が
発
表
し
、
国
際
標
準
と
し

て
諸
外
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
包
括
的
性

教
育
」
の
一
部
で
し
か
な
い
（
次
頁
図
）。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
論
が
専
門
の
埼
玉
大
学

教
育
学
部
の
田
代
美
江
子
教
授
は
、「
性
＝

自
分
の
か
ら
だ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、
自

分
の
考
え
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

子
ど
も
を
持
つ
か
持
た
な
い
か
、
い
つ
持
つ

の
か
な
ど
、
全
て
の
人
の
『
性
と
生
殖
に
関

す
る
健
康
と
権
利
』
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が

重
要
で
、
包
括
的
性
教
育
に
よ
り
そ
の
権
利

を
実
現
し
て
い
く
べ
き
で
す
」
と
話
す
。

　

日
本
の
小
中
学
校
で
本
質
的
な
性
教
育
が

「
例

え
る
な
ら
、
日
本
の
性
教

育
は
、
交
通
事
故
の
リ
ス

ク
し
か
伝
え
ず
、
車
の
運

転
方
法
や
ド
ラ
イ
ブ
の
楽

矢
島
助
産
院
（
東
京
都
国
分
寺
市
）
の
助
産

師
・
工
藤
有
里
氏
は
「
学
校
で
は
最
低
限
の

性
の
知
識
を
保
証
す
る
べ
き
」と
し
つ
つ
も
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
家
庭
で
性
を
話
題

に
す
る
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
性
教
育
は
学
校
と
家
庭
の
双
方
で
必
要

で
す
。
子
ど
も
自
身
に
、
性
に
つ
い
て
も
困

っ
た
と
き
に
は
保
護
者
に
相
談
で
き
る
と
思

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
家
庭
で
は
性
を
タ
ブ

ー
視
し
な
い
雰
囲
気
づ
く
り
が
重
要
で
す
」。

　

多
く
の
教
育
現
場
が
「
は
ど
め
規
定
」
に

よ
り
矛
盾
を
抱
え
た
ま
ま
性
教
育
を
行
う
中

PART 2

日本の小中学校では本質的な性教育が行われていない。
少子化対策の議論とセットで
矛盾を抱えた性教育の見直しに着手すべきだ。

本音を隠した日本の性教育
「性」のタブー視はやめよう

文・編集部（鈴木賢太郎）

実
践
さ
れ
て
い
な
い
背
景
に
は
、
足
枷
と
な

っ
て
い
る「
は
ど
め
規
定
」
の
存
在
が
あ
る
。

文
部
科
学
省
が
定
め
る
学
習
指
導
要
領
で
は

「
人
の
受
精
に
至
る
過
程
は
取
り
扱
わ
な
い
」

（
小
学
５
年
生
の
理
科
）、「
妊
娠
の
経
過
は

取
り
扱
わ
な
い
」（
中
学
１
年
生
の
保
健
体

育
）
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
起
因
と
す
る
性
被
害
が

頻
発
し
て
お
り
、性
の
ト
ラ
ブ
ル
を
懸
念
し
、

子
ど
も
へ
の
本
質
的
な
性
教
育
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
保
護
者
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

保
護
者
向
け
の
性
教
育
の
講
師
を
務
め
る

で
、
義
務
教
育
で
包
括
的
性
教
育
の
実
践
に

取
り
組
む
例
も
あ
る
。

「
性
教
育
の
授
業
を
始
め
る
と
最
初
は
ニ
ヤ

ニ
ヤ
す
る
生
徒
が
多
い
で
す
が
、科
学
的
に
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
『
性
』
を
伝
え
る
と
、
真
剣

な
態
度
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
生
徒
た
ち

は
本
当
の
こ
と
を
『
本
音
』
で
話
す
教
師
を

信
頼
す
る
も
の
で
す
」

　

こ
う
話
す
の
は
、
21
年
に
定
年
退
職
す
る

ま
で
の
30
年
間
、
東
京
都
足
立
区
の
公
立
中

学
校
で
性
教
育
を
実
践
し
た
樋
上
典
子
氏

だ
。
樋
上
氏
が
在
籍
し
た
中
学
校
で
は
包
括

的
性
教
育
を
人
権
教
育
と
し
て
教
育
課
程
の

中
に
位
置
づ
け
、「
生
命
の
誕
生
」
か
ら
「
恋

愛
と
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
ま
で
、
中
学
生
の
３
年

間
で
計
10
コ
マ
の
授
業
を
行
っ
て
き
た
。

　

例
え
ば
、中
学
３
年
生
の
「
避
妊
と
中
絶
」

の
授
業
で
は
「
高
校
生
に
な
っ
た
ら
交
際
相

手
と
性
交
を
し
て
も
い
い
か
？
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
生
徒

た
ち
か
ら「
愛
し
合
っ
て
い
れ
ば
問
題
な
い
」

「
ま
だ
早
い
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
発
言
が
出
た
後
、
教
師
が
「
も
し
妊
娠

し
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
す
る
？
」
と
問
う
。

す
る
と
、生
徒
た
ち
は
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
、

「
親
に
相
談
す
る
」「
高
校
を
辞
め
て
働
く
」

「
出
産
す
る
か
は
彼
女
に
任
せ
る
」「
そ
れ
は

無
責
任
！
」
な
ど
の
意
見
を
述
べ
る
。
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の
拡
大
だ
。
そ
も
そ
も
雇
用
の
安
定
が
な
け

れ
ば
収
入
は
安
定
せ
ず
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
う
え
で
の
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
に
な
る
。

　

労
働
者
に
占
め
る
非
正
規
雇
用
の
割
合

は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
前
の
１
９
９
０
年
は
20
・

２
％
だ
っ
た
。
だ
が
、
不
況
が
訪
れ
る
度
に

雇
用
の
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
た
結
果
、
２
０

２
２
年
の
非
正
規
雇
用
率
は
36
・
９
％
に
ま

で
上
昇
し
て
い
る
。
そ
の
割
合
が
高
ま
る
に

つ
れ
出
生
数
は
減
少
し
て
お
り
、
１
９
９
０

年
は
約
１
２
２
万
人
だ
っ
た
が
、
２
０
２
２

年
に
つ
い
に
80
万
人
割
れ
と
な
っ
た
（
図
）。

　

総
務
省
が
５
年
お
き
に
行
う
「
就
業
構
造

基
本
調
査
」
の
17
年
調
査
を
見
る
と
、
30
〜

34
歳
の
男
性
正
社
員
の
未
婚
率
は
41
％
だ

が
、
非
正
規
社
員
だ
と
78
％
で
約
２
倍
の
差

少
子
化
や
未
婚
化
の
背
景
に

は
将
来
に
わ
た
る
経
済
不

安
が
あ
り
、
そ
の
一
因
と

な
る
の
が「
非
正
規
雇
用
」

PART 4-1

が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
結
婚
や
出
産
な
ど
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る
15
〜
34
歳
の
非
正

規
雇
用
率
は
22
年
で
49
・
９
％
と
高
く
、
ま

す
ま
す
少
子
化
が
進
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。

　

そ
う
し
た
中
、
富
山
県
は
15
〜
34
歳
の
正

社
員
比
率
が
全
国
１
位（
77・８
％
）、出
産・

育
児
を
理
由
に
し
た
離
職
率
の
低
さ
が
全
国

１
位
（
３
・
１
％
）、
女
性
（
15
〜
64
歳)

の

有
業
率
の
高
さ
が
全
国
４
位
（
74
・
０
％
）

な
ど
、
優
秀
な
数
字
を
残
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
22
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
を
都
道
府
県

別
で
み
る
と
、
前
年
比
で
上
昇
し
た
の
は
富

PART 4

少子化対策の鍵は企業が握っている。
「雇用」と「制度」の両面から、企業が果たすべき役割を考える。

少子化対策の鍵握る企業
希望の光は経営者が灯せ

1975年生まれ。神戸大学法学部卒
業後、株式新聞社、毎日新聞社『エ
コノミスト』編集部記者を経て、
2007年よりフリーのジャーナリス
ト。著書に『年収443万円』（講談
社現代新書）など多数。

文・小林美希 
Miki Kobayashi

ジャーナリスト

雇
用
の
あ
り
方
と
働
き
方
は

経
営
者
の
決
意
次
第
で
変
え
ら
れ
る

雇
用
の
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
続
け
た
結
果
、非
正
規
雇
用
率
は
上
昇
し
た
。

少
子
化
が
進
む
中
、富
山
県
の
中
小
企
業
の
経
営
者
た
ち
が
動
い
た

─
。



36

う
実
態
を
示
す
数
値
だ
。

　

も
う
一
つ
、
わ
が
国
の
家
族
政
策
を
動
か

し
た
要
素
に
、
家
族
構
成
の
変
化
が
あ
る
。

70
年
代
以
降
、
婚
姻
外
の
男
女
か
ら
生
ま
れ

る
子
ど
も
は
継
続
的
に
増
加
し
、
２
０
２
２

年
は
新
生
児
72
万
３
０
０
０
人
の
う
ち
64
％

が
法
律
婚
を
し
て
い
な
い
カ
ッ
プ
ル
を
親
に

持
つ
。
一
人
親
世
帯
も
増
え
、
１
９
９
０
年

の
12
％
か
ら
２
０
２
０
年
に
は
25
％
に
上
昇

し
た
。
子
ど
も
の
い
る
世
帯
の
９
％
は
別
離

親
が
再
度
世
帯
を
築
く「
再
構
築
家
庭
」
だ
。

13
年
か
ら
は
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
養
子
縁
組
が

可
能
と
な
り
、
家
族
像
が
い
わ
ゆ
る
伝
統
的

　

合
計
特
殊
出
生
率
１
・８
︵
２
０
２
２
年
︶

と
︑日
本
の
目
標
値
を
達
成
す
る
フ
ラ
ン
ス
︒

出
生
率
向
上
に
寄
与
し
た
同
国
の
政
策
は
い

か
な
る
理
念
に
貫
か
れ
︑
実
践
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
︒
家
族
政
策
の
財
政
と
運
用
を

担
う
全
国
家
族
手
当
金
庫
︵
Ｃ
Ｎ
Ａ
Ｆ
︶
国

際
部
長
の
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
コ
ル
ボ
ベ
ッ
ス
氏

1978 年生まれ。トゥールーズ政
治学院卒業後、家族手当金庫地方
局局長などを経て、2022年より現
職に就任。欧州連合での家族政策
の格差是正や国際研究助成、諸外
国との情報交換など、CNAFの国
際協力事業を担う。

話し手・オリヴィエ・コルボベッス
Olivier Corbobesse

フランス全国家族手当金庫（ＣＮＡＦ）
欧州および国際協調関係部 部長

1974 年東京生まれ。東京大学文
学部卒業後、出版社に勤務。2000
年に渡仏し、フランスの社会、文
化を題材に寄稿する。著書に『フ
ランスはどう少子化を克服した
か』（新潮新書）、『休暇のマネジメ
ント　28 連休を実現するための
仕組みと働き方』（KADOKAWA）。

聞き手・髙崎順子
Junko Takasaki

フランス在住ライター

PART 5-1
INTERVIEW

フ
ラ
ン
ス
の
高
出
生
率
を
支
え
る

「
家
族
政
策
」の
理
念
と
実
践
と
は

PART 5

人口減少社会は日本だけでなく、諸外国にとっても喫緊の課題だ。
フランスと中国の〝現在地〟を垣間見ながら、日本への示唆を読み解こう。

少子化に向き合う海外諸国
現地の専門家に聞く

︵
以
下
︑
Ｏ
Ｃ
︶
に
聞
い
た
︒

髙
崎
︵
以
下
︑

│
︶　

フ
ラ
ン
ス
の
家
族

政
策
は
︑
少
子
高
齢
化
に
あ
え
ぐ
日
本
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
る
︒

Ｏ
Ｃ　

フ
ラ
ン
ス
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

決
し
て
人
口
維
持
が
か
な
う
数
値
で
は
な

い
。
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
は
最
も
高

く
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
わ
が
国
の
あ
と
に
続

く
。こ
れ
ら
の
国
に
共
通
し
て
い
る
の
は「
女

性
の
就
業
率
も
高
い
」
と
い
う
こ
と
。
フ
ラ

ン
ス
の
家
族
政
策
は
女
性
の
就
業
を
重
視
し

つ
つ
、
両
立
す
る
形
で
の
出
生
奨
励
を
目
指

し
て
き
た
。

　

実
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
１
９
７
５
年
以

降
に
女
性
の
就
業
率
が
大
幅
に
上
昇
し
、
25

歳
か
ら
55
歳
の
年
齢
帯
で
最
も
女
性
就
業
率

の
高
い
国
の
一
つ
と
な
っ
た
。
40
歳
時
点
の

就
業
率
で
は
、
45
年
生
ま
れ
が
69
％
、
75
年

生
ま
れ
が
86
％
と
、
時
代
と
と
も
に
上
昇
し

て
い
る
。 

「
フ
ラ
ン
ス
で
は
出
産
後
も
、
大

多
数
の
女
性
が
仕
事
を
続
け
て
い
る
」
と
い
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さ
な
町
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
町
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

２
・
95
（
２
０
１
９
年
）。
メ
デ
ィ
ア
か
ら

は
〝
奇
跡
の
町
〞
と
も
称
さ
れ
、
今
年
２
月

に
は
岸
田
文
雄
首
相
も
視
察
に
訪
れ
た
。

　

な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
高
い
出
生
率
が
実
現
で

き
る
の
か
。
小
誌
取
材
班
は
そ
の
理
由
を
確

か
め
に
６
月
下
旬
、
奈
義
町
を
訪
れ
た
。

岡
山
県
勝
田
郡
奈
義
町
は
、

鳥
取
県
と
の
県
境
に
そ
び

え
る
那
岐
山
の
ふ
も
と
、

人
口
約
５
７
０
０
人
の
小

独
町
制
」
を
選
ん
だ
。
だ
が
、
こ
の
町
が
抱

え
る
高
齢
化
と
過
疎
化
に
よ
る
人
口
減
少
は

町
を
存
続
さ
せ
る
に
は
死
活
問
題
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
良
質
な
危
機
感
か
ら
、
同
町
で

は
独
自
の
少
子
化
対
策
と
し
て
、
経
済
面
や

住
宅
面
な
ど
の
支
援
を
進
め
、05
年
に
は
１
・

41
だ
っ
た
合
計
特
殊
出
生
率
が
19
年
に
は
、

２
・
95
に
ま
で
高
ま
っ
た
。

「
奈
義
町
で
は
子
育
て
世
代
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
も
一
緒
に
こ
の
課
題
を
考
え
、
12
年

に
は
『
奈
義
町
子
育
て
応
援
宣
言
』
を
議
会

採
択
し
ま
し
た
。
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

　

そ
こ
に
は
、
20
年
以
上
か
け
て
、
行
政
と

町
民
が
一
体
と
な
り
、
試
行
錯
誤
や
創
意
工

夫
を
重
ね
な
が
ら
、
独
自
の
子
育
て
支
援
を

広
げ
て
い
っ
た
歴
史
が
あ
り
、
町
全
体
が
自

然
と
「
子
ど
も
が
欲
し
い
」
と
思
え
る
空
気

感
と
安
心
感
に
包
ま
れ
て
い
た

│
。

「
奈
義
町
の
存
続
の
た
め
に
は
、『
人
口
問

題
』
は
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
現
在
の
人
口

を
維
持
す
る
こ
と
が
目
標
で
し
た
」

　

奈
義
町
情
報
企
画
課
の
荒
井
祥
男
さ
ん
は

こ
う
語
る
。
02
年
、
平
成
の
大
合
併
が
各
地

で
進
む
中
、同
町
は
住
民
投
票
の
結
果
、「
単

議
会
の
議
員
定
数
を
14
か
ら
10
に
減
ら
す
な

ど
し
て
、
子
育
て
支
援
策
に
回
し
て
き
ま
し

た
。『
町
が
元
気
で
あ
る
た
め
に
は
子
ど
も

が
い
る
こ
と
は
大
切
』
と
い
う
の
が
町
民
全

体
の
認
識
な
ん
で
す
」（
荒
井
さ
ん
）。

　

奈
義
町
に
は
現
在
、
24
も
の
子
育
て
支
援

策
が
あ
る
。
だ
が
、
出
生
率
の
回
復
は
単
に

子
育
て
支
援
の
メ
ニ
ュ
ー
の
多
さ
だ
け
に
起

因
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
「
な
ぎ
チ
ャ

イ
ル
ド
ホ
ー
ム
」
で
垣
間
見
た
。

　

07
年
に
運
営
を
開
始
し
た
同
施
設
で
は
誰

で
も
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
「
ち

ゅ
く
し
ん
ぼ
」が
開
放
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

２
歳
半
か
ら
就
園
前
の
幼
児
と
保
護
者
を
対

象
に
し
た
自
主
保
育
「
た
け
の
子
」
が
１
世

帯
年
会
費
１
０
０
円
で
利
用
で
き
る
ほ
か
、

子
育
て
援
助
を
希
望
す
る
人
（
お
ね
が
い
会

員
）
が
支
援
で
き
る
人
（
ま
か
せ
て
会
員
）

に
一
時
預
か
り
を
お
願
い
で
き
る
「
す
ま
い

る
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。
利
用
料
は

子
ど
も
１
人
あ
た
り
１
時
間
わ
ず
か
３
０
０

円
だ
。
美
容
院
や
通
院
の
た
め
に
数
時
間
だ

け
預
か
っ
て
ほ
し
い
時
や
、
子
ど
も
を
少
し

遊
ば
せ
た
い
時
な
ど
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
保

育
園
と
使
い
分
け
を
し
な
が
ら
柔
軟
に
選
択

し
て
利
用
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

　

小
誌
取
材
班
が
訪
れ
た
金
曜
日
の
午
前
中

も
、
施
設
内
は
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
利
用
す

PART 6

自由意思で結婚や出産を決める時代にどうすれば日本の出生率は
上がるのか。小誌取材班は子どもたちの笑顔があふれる空間を訪れ
「本音」を聞き、本当に必要な支援や政策が何かを知った。

「子どもが欲しい」と願う世代
こうすれば後押しできる

文／写真・編集部（梶田美有）
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米
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ
が
開
発
し

た
生
成
Ａ
Ｉ
﹁
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
﹂
が
世
界
中
で
大

き
な
話
題
を
呼
ん
で
い

る
︒
Ａ
Ｉ
は
社
会
や
経
済
の
あ
り
方
を
激
変

さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
︑
一
方
で
Ａ
Ｉ
に

よ
る
大
量
の
電
力
消
費
が
新
た
な
リ
ス
ク
と

な
っ
て
い
る
︒

　

科
学
技
術
振
興
機
構
︵
Ｊ
Ｓ
Ｔ
︶
の
低
炭

素
社
会
戦
略
セ
ン
タ
ー
の
予
測
に
よ
る
と
︑

２
０
３
０
年
の
日
本
の
Ｉ
Ｔ
︵
情
報
技
術
︶

分
野
の
電
力
消
費
量
は
16
年
の
36
倍
に
あ
た

る
１
４
８
０
テラ
ワ
ッ
ト
時
に
達
し
︑
現
在
の

年
間
の
全
電
力
消
費
量
の
１
・
５
倍
に
な
る

と
い
う
︒
メ
タ
バ
ー
ス
な
ど
の
広
が
り
で
情

報
が
２
次
元
か
ら
３
次
元
に
な
る
と
︑
デ
ー

タ
量
は
一
気
に
30
倍
に
も
増
え
る
︒

　

さ
ら
に
﹁
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
﹂
の
よ
う
な

大
規
模
言
語
モ
デ
ル
に
な
る
と
︑
学
習
や
推

論
に
必
要
な
大
量
の
デ
ー
タ
を
読
み
込
む
の

に
原
子
力
発
電
所
１
基
１
時
間
分
の
発
電
容

量
を
消
費
す
る
と
い
わ
れ
る
︒
そ
う
し
た
Ａ

Ｉ
時
代
に
対
応
す
る
に
は
︑
情
報
通
信
基
盤

そ
の
も
の
の
見
直
し
が
必
要
に
な
ろ
う
︒

　

そ
こ
で
Ｉ
Ｔ
分
野
に
お
け
る
電
力
消
費
を

抑
制
す
る
新
技
術
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の

が
︑
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
推
進
す
る
次
世
代
情
報
通
信

基
盤
﹁
Ｉア

Ｏイ

Ｗオ

Ｎン

︵Innovative Optical and 
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動き出したNTT「IOWN構想」
6G時代の覇権を握るには
日本の情報通信産業は海外のGAFAと通信機器大手にはさまれ、5G時代は世界に後れをとってしまった。
6G時代に巻き返しを図る鍵となるのがNTTの「IOWN構想」だ。その最前線を取材した。

文・関口和一 Waichi Sekiguchi

MM総研 代表取締役所長

IOWNは、情報の伝送から処理まで「光」
のまま行うため、大きなロスが発生しな
い。在来線に乗り換えせず、「新幹線」で
一気に目的地まで到達できるイメージだ
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卵
が
高
い
、ま
だ
ま
だ
高
い
。

　

６
月
27
日
現
在
の
価
格

を
近
所
の
ス
ー
パ
ー
で
確

認
し
て
き
た
が
、
Ｊ
Ａ
全

農
た
ま
ご
の
「
し
ん
た
ま
ご
」
が
10
個
入
り

で
４
３
５
円
。
い
わ
ゆ
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
卵
も

10
個
入
り
で
２
９
８
円
で
あ
る
。

　

こ
の
高
騰
、
昨
年
10
月
に
始
ま
っ
た
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
原
因
と

の
見
方
が
強
い
。
日
本
の
採
卵
鶏
約
１
億
４

０
０
０
万
羽
の
う
ち
、
実
に
１
６
０
０
万
羽

を
殺
処
分
し
た
と
い
う
か
ら
、
需
給
が
逼
迫

す
る
の
は
当
然
と
言
え
ば
当
然
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
全
農
が
発
表
し
て
い
る
卵
の

相
場
を
仔
細
に
見
て
い
く
と
、
奇
妙
な
現
象

に
突
き
当
た
る
の
だ
。

　

例
年
、
卵
の
相
場
は
生
卵
の
消
費
が
減
少

す
る
夏
場
に
下
が
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

用
の
需
要
が
増
え
る
12
月
に
向
け
て
上
が
っ

て
い
く
。
し
か
し
、
昨
年
の
相
場
は
す
で
に

８
月
の
段
階
か
ら
上
昇
し
始
め
て
い
る
の

だ
。
こ
の
変
調
は
、原
因
が
鳥
イ
ン
フ
ル「
だ

け
で
は
な
い
」
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

養
鶏
産
業
に
詳
し
い
東
京
農
業
大
学
の
信

岡
誠
治
元
教
授
が
言
う
。

「
原
因
は
エ
サ
価
格
の
高
騰
だ
。
エ
サ
の
50

％
を
占
め
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
価
格

は
、
３
年
前
の
２
０
２
０
年
に
は
㌔
当
た
り
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価格高騰、鳥インフル……
「卵」に何が起きているのか？
毎日当たり前のように食べている卵。だが、実際どのような行程を経て
食卓に届いているのか知っている人は少ないだろう。鶏卵業界の実態を探る。

文・山田清機  Seiki Yamada

ノンフィクションライター
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